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雑
　
報
　
三
　
件

X

Y

Z

米
國
総
立
理
登
院
の
天
文
講
演

　
去
る
四
月
二
十
二
日
か
ら
同
二
十
五
日
ま
で
、
ン
シ
ン
ト
ン
府
の
博
物
饒
内

に
於
い
て
、
國
立
網
學
院
（
罫
ま
邑
≧
註
矩
ξ
。
轟
。
Q
。
ぎ
。
ゆ
）
の
通
常
年
會

が
催
さ
れ
．
、
當
所
の
フ
ロ
ス
下
墓
長
も
夫
人
n
道
で
曇
れ
に
出
張
さ
れ
た
〇
四

日
間
、
事
務
會
ビ
公
開
講
演
會
定
が
交
互
に
開
か
れ
、
ひ
ろ
く
、
一
般
の
理
學

上
に
わ
六
っ
て
、
幾
多
の
重
要
な
ろ
溝
型
が
あ
っ
距
。
中
に
つ
い
て
、
天
丈
學

に
關
し
カ
も
の
ミ
し
て
は
、

　
二
十
一
ご
日
午
後
八
時
（
國
立
博
物
鵡
大
講
堂
に
於
い
て
）

　
　
W
．
W
．
カ
ン
ベ
ル
氏
（
カ
リ
フ
ナ
ル
ニ
ア
大
學
縫
長
兼
リ
ク
天
命
蔓
長
）

　
　
　
　
「
〃
ロ
カ
r
日
食
還
征
馬
測
の
結
果
の
要
領
」

　
ε
い
ふ
大
凶
三
縄
ハ
が
あ
り
、
同
氏
ば
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
理
ム
醐
の
謹
明
に
、
つ
い
て
に

謝
れ
以
上
の
思
詰
ぽ
不
必
要
で
あ
る
ほ
こ
完
全
な
事
霊
棚
握
っ
た
定
報
告
し
、

凋
席
の
ラ
ツ
セ
ツ
氏
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
天
臼
蓋
長
）
ぱ
此
の
結
果
匡
口
た
極
め

て
賞
賛
し
れ
O
カ
ン
ベ
ル
民
げ
［
面
、
宜
ハ
の
舶
即
に
糊
観
測
し
ナ
r
太
陽
コ
ロ
ナ
の
歌
況

を
報
告
し
、
今
日
ま
で
ほ
太
陽
の
磁
極
か
自
害
軸
よ
り
六
七
度
傾
斜
し
て
み
る

　
定
多
く
の
学
者
に
考
へ
ら
れ
て
る
れ
け
れ
ご
、
昨
年
の
襯
測
か
ら
見
れ
ば
、
右

　
の
戸
出
の
傾
斜
ば
僅
か
　
度
奄
絹
な
い
。
旧
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
の
太
陽
學
に

少
々
墾
更
秘
要
ず
る
オ
蓮
べ
索
。
コ
ロ
ナ
ば
全
禮
ε
し
て
獲
蓬
不
充
分
で
、
掠

に
分
光
學
的
に
波
長
五
三
〇
三
の
コ
ロ
ナ
光
綿
…
は
微
溺
で
あ
っ
六
が
、
爲
O
興
に

よ
つ
て
、
コ
ロ
ナ
に
其
の
組
織
々
明
ら
．
か
に
爽
ば
し
穴
そ
う
で
あ
ろ
。

　
璽
ご
十
四
．
日
午
後
一
髪
牛
か
ら
、
叉
、
主
電
し
丈
天
文
誌
上
の
論
議
が
公
表

ぜ
ら
れ
表
Q
其
の
項
目
は

　
　
H
．
N
．
ラ
ン
セ
ル
氏
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
函
丈
璽
長
）

　
　
　
　
「
二
重
星
の
運
動
の
硯
究
」

　
　
H
．
D
．
カ
F
チ
ス
氏
（
ア
ソ
ゲ
ニ
i
天
目
艦
長
）

　
　
　
　
「
分
光
蓮
星
の
軌
道
曲
線
の
不
規
則
性
」

　
　
S
．
A
用
ミ
チ
エ
ル
氏
（
マ
ツ
コ
ル
ミ
ク
天
文
艦
長
）

　
　
　
　
「
マ
ツ
コ
ツ
ミ
ク
の
こ
十
六
三
蔵
蓮
鏡
で
撮
影
し
日
工
輿
に
よ
る
三

　
　
　
　
　
百
五
十
星
の
硯
差
」

　
　
C
．
P
．
ナ
リ
ヴ
イ
ァ
ー
氏
（
エ
ー
ル
大
回
天
丈
藁
）

　
　
　
　
「
エ
ー
シ
の
流
星
篤
眞
の
結
果
」

　
　
H
・
N
・
ラ
ッ
セ
ル
氏
（
前
毘
）

　
　
　
　
「
太
陽
衷
面
の
膝
力
」

同
日
午
後
三
時
か
ら
更
に
天
丈
學
オ
物
理
．
學
書
の
聯
合
講
演
會
が
開
か
れ
、
其

の
席
で

　
　
C
・
G
・
ア
瀞
ソ
ト
氏
（
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
天
騰
物
理
天
拠
出
長
）

　
　
　
　
「
異
常
冬
期
の
太
陽
前
奏
樂
」

遅
い
ふ
、
表
題
か
ら
露
煩
そ
う
な
研
究
が
獲
表
さ
れ
負
。
之
れ
に
よ
ろ
定
、
昨

年
ま
で
二
三
年
の
間
、
太
陽
の
獲
射
す
ろ
熱
量
に
非
常
に
多
く
、
そ
れ
が
一
九

ニ
ニ
年
に
至
っ
て
、
五
十
年
來
未
曾
有
の
ソ
コ
ー
ド
存
示
し
六
、
し
か
ろ
に
、

同
年
末
に
至
っ
て
俄
然
ビ
し
て
熱
量
が
下
降
し
、
遽
に
は
下
降
前
の
三
乃
四
パ

ー
セ
ン
｝
も
減
少
し
て
了
つ
カ
。
こ
れ
が
前
提
定
な
っ
て
、
世
界
一
般
に
異
常

な
嚴
寒
の
冬
が
北
、
増
し
、
從
っ
て
春
の
明
け
る
時
期
も
今
年
程
涯
れ
六
こ
書
に

未
だ
か
つ
て
無
か
っ
た
ぜ
こ
ろ
で
あ
る
ε
い
ふ
。
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
天
茎
量
匡
目

下
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
ハ
ー
ク
ワ
山
上
、
海
抜
五
八
○
○
沢
の
所
に
太
陽
㈱
…
測
所
を

設
瀞
り
て
P
母
ロ
回
蓮
繕
鱗
観
測
た
つ
ダ
け
、
之
れ
、
ご
同
一
蒔
に
、
南
米
チ
リ
の
モ
ン
テ
ヅ

山
上
、
海
抜
九
五
〇
〇
灰
の
所
に
も
出
張
所
存
置
い
て
、
ア
可
ゾ
ナ
の
方
と
協
．

マ
同
親
測
な
や
っ
て
み
る
Q
今
回
の
太
陽
異
常
性
愛
解
決
す
る
占
め
に
に
、
一

九
二
泥
年
七
月
ま
で
ほ
、
右
の
ニ
ケ
所
の
蓮
績
観
測
彪
つ
ド
け
る
筈
で
あ
る
ビ

い
ふ
。
　
（
｝
九
二
三
、
五
、
一
〇
　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
鳶
範
に
て
山
本
）

北
冠
座
R

　
　
一
九
二
一
年
十
二
月
以
聚
此
の
不
規
則
鍵
光
星
（
一
五
四
四
二
入
）
ば
六
・
O

i
t
七
・
○
等
の
殆
ご
極
大
光
度
存
維
持
し
居
躍
り
。
　
然
う
に
四
月
ハ
ア
ヅ
ア

ド
天
文
豪
着
の
ナ
ク
ス
プ
の
W
。
F
。
H
．
ウ
労
二
巴
ー
フ
イ
ル
ド
氏
、
恕
ン
ソ

　
バ
ー
グ
の
C
・
Y
・
マ
グ
ア
チ
ー
や
氏
の
報
溢
ほ
典
に
該
塗
光
星
の
光
輝
・
は
本

年
四
月
上
旬
よ
り
降
下
し
始
め
六
ろ
こ
ミ
面
謝
め
ぜ
り
。
　
爪
本
三
三
行
の
天
丈

急
報
第
七
號
（
四
月
廿
七
日
）
以
下
に
度
々
報
告
せ
り
〕
ハ
ア
ブ
ア
ド
天
丈
墓
に

於
て
本
年
五
月
七
日
な
さ
れ
象
る
醐
測
に
由
れ
ば
一
．
0
・
一
等
な
り
き
〇
　
四
月

中
に
に
攣
化
に
徐
々
★
り
し
も
其
後
迅
遠
に
峰
下
し
つ
・
あ
り
。
そ
れ
ば
｝
九

　
一
七
年
九
月
一
三
・
六
等
に
降
下
ぜ
し
以
來
層
て
眼
観
光
度
「
0
・
○
等
以
下
に

降
り
し
事
な
竜
な
り
。

（
一
三
）
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三
月
廿
百
以
來
二
＋
総
名
の
魏
空
者
に
よ
り
百
回
の
観
測
が
な
さ
れ
糞

り
。
同
星
に
正
確
に
四
塁
日
か
ら
減
光
し
始
め
糞
う
も
初
め
に
旧
く
徐
・
れ

る
降
下
た
示
め
し
カ
リ
。
電
月
九
日
に
に
其
の
減
光
盛
光
度
の
四
萬
四
千
分

の
一
に
當
ろ
日
常
極
小
値
に
蓬
し
隔
り
Q
　
五
月
十
四
日
に
ば
極
小
光
度
｝
二
。

　
　
　
　
　
　
　
　
其
後
該
星
に
櫓
光
し
始
め
五
月
二
士
一
葦
に
ほ
一
〇
入

六
等
に
逮
し
糞
り
。

等
に
二
日
リ
。
そ
れ
以
來
再
び
輝
定
光
摩
・
に
於
て
潜
噛
し
、
五
月
二
＋
九
日

二
．
●
入
等
に
蓬
し
れ
り
。
而
し
て
今
や
始
ご
極
大
光
度
に
復
ぜ
吃

　
因
に
中
村
氏
及
東
京
天
文
塵
の
円
田
氏
の
霧
測
に
次
の
如
し
。

四三
月月

五
月

入五四一九一六二脅七
L旧日a日日日日日日

○斑入七七七六六六六
夫λ孟毛孟三豊…左西6等

五
月

六
月

七
月

八
月

一能　ニー膏一一
八九三ニ一五入〇九
日日日日日日日目日

六六七八○一ニー一
三美主金夫三美三6等

疑
は
れ
鞍
為
天
鶴
の
第
＝
澱

　
　
ハ
ア
バ
ア
ド
爲
翼
の
組
織
的
試
験
に
際
し
て
、
一
箇
の
即
自
に
純
な
像
が
獲

見
さ
れ
再
も
そ
れ
以
前
叉
以
後
に
於
け
る
感
光
板
に
勉
め
ら
れ
ざ
う
も
の
あ

切
。
堪
れ
ご
比
較
板
に
其
の
像
を
示
め
す
所
の
板
よ
り
日
、
週
叉
ほ
月
に
由
り

分
離
さ
れ
得
べ
し
。
少
く
ぜ
も
是
等
の
博
物
に
多
分
顯
著
に
位
置
オ
光
度
芝
に

於
て
攣
化
ぜ
る
天
艦
の
像
な
る
べ
し
。
　
ミ
ス
。
ウ
ソ
ヅ
が
メ
ト
カ
ー
フ
｝
六
吋

望
蓮
鏡
に
て
感
光
板
上
に
認
さ
れ
し
も
の
、
二
三
の
位
置
ビ
近
似
光
度
ビ
為
次

に
掲
ぐ
べ
し
。

　
赤
裡
一
入
時
四
八
・
○
分
、
赤
維
靴
三
玉
度
三
七
分
に
あ
る
天
承
に
二
日
後

に
撮
り
六
る
篇
眞
に
匡
現
に
れ
居
ら
す
、
同
篇
眞
ば
該
萱
葺
よ
り
三
光
度
場
き

諸
星
た
緩
め
ぜ
り
。
該
天
膿
に
銀
河
に
近
・
き
琴
座
中
に
あ
り
彼
麩
に
微
光
な
る

薪
星
の
毘
現
す
べ
き
所
大
り
。
　
次
表
中
の
第
一
及
び
第
三
の
天
嵯
に
小
遊
星

（
山
ハ
七
五
し
ル
ド
ミ
ラ
及
び
（
四
［
七
二
）
ロ
ー
マ
の
位
舳
直
に
近
く
、
墨
描
附
せ
ろ
日

附
に
あ
砿
雲
り
。

日

（
一
四
）

赤
経
（
天
龍
年
）
　
赤
緯
（
一
八
至
年
）
　
近
似
光
度
　
天
鐙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

一
豊
ご
年
二
月
二
八
日

一
命
O
年
三
月
ご
八
日

一
雨
三
年
一
ご
月
即
日

茜
三
年
九
月
美
日

三
一
ご
年
九
月
一
四
日

一
九
一
九
年
五
月
山
ハ
R
一

晃
充
年
六
月
三
日

一
九
一
同
年
山
一
月
三
一
口
H

一湘

t
N
七
月
一
七
日

ズ毛モ三E二＿＿o時

　
分

癸
・
三

晃
ゐ

三
旭
恥
三

一
宍
目

窪
幽

琶
・
〇

二
四
・
ご

望
露
・
三

四
八
。
O

北北北北鵬菰質量北
釜三三柔豊弐三ま三度

曽　 一　三三露一一竺　　　ヨ喰
E穴ノ、凶二：六一圏三

三…陣一三二
薪鍵新小攣攣小小小隊
　光星遊光光日脚遊光
星星或星星星星星星星

　
一
九
二
五
年
の
其
位
置
赤
経
「
四
時
四
二
分
、
赤
緯
北
二
四
度
二
七
分
な
る

よ
く
定
義
し
隔
る
一
隻
星
雲
睦
が
メ
ト
カ
ー
フ
一
六
吋
望
蓮
鏡
で
撮
影
さ
れ
六

る
一
九
一
九
年
・
二
月
及
び
「
九
二
三
年
の
乾
月
及
七
月
に
於
け
る
霧
翼
中
に
現

匡
れ
居
れ
り
、
さ
れ
ご
該
鍵
並
に
他
の
望
遠
鏡
で
こ
ら
れ
し
そ
れ
よ
弓
前
後
の

感
光
板
中
に
ば
現
れ
居
ら
す
。
雌
の
天
農
即
ち
既
知
攣
光
銀
河
系
星
雲
に
似
る

島
の
物
日
の
野
在
性
ば
未
だ
肯
定
も
否
定
も
ぜ
ら
れ
す
、
喚
其
銀
河
系
高
緯
度

及
び
大
光
度
鍵
化
ば
そ
れ
々
し
て
値
な
か
ら
し
む
る
な
り
。
撒
箇
の
天
文
豪
ぱ

該
方
面
の
槻
測
を
依
頼
ぜ
ら
れ
六
り
。
而
し
て
近
時
ヤ
ー
キ
ー
ス
、
ロ
ー
エ
ル

及
び
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
丈
蔓
よ
り
報
道
ぜ
ら
れ
し
観
測
匡
疑
問
の
天
趣
に
關

し
て
何
等
他
の
痕
跡
な
き
奄
示
す
最
近
の
ハ
ア
ザ
ア
ド
爲
翼
准
裏
書
ぜ
り
。
博

士
ハ
ツ
プ
ッ
が
一
〇
〇
吋
反
射
鐘
…
か
以
っ
て
且
出
時
脱
塩
曝
寒
路
し
て
旧
撮
影
ぜ
し
｛
爲
㎞
県

ば
上
椙
の
位
置
の
丁
度
の
以
内
に
コ
日
以
上
の
星
窯
歌
物
鯉
の
左
脳
在
な
示
め
ぜ

り
。
さ
れ
ご
明
か
に
そ
の
何
れ
も
銀
河
型
に
薦
ぜ
す
。

　
唯
一
枚
の
筆
画
に
現
に
れ
索
る
天
宮
の
外
に
、
偶
に
置
一
星
、
さ
な
く
ば
不

鍵
の
発
想
の
天
禮
が
唯
㎝
の
著
し
き
光
或
は
減
光
」
癖
示
め
ぜ
瞬
・
o
そ
ば
疑
ひ
も

な
く
或
ロ
ロ
呉
實
の
も
の
な
ろ
べ
く
或
1
1
重
な
り
乳
る
認
め
得
ざ
る
寓
臣
民
の
鋏
鮎

に
揮
う
も
の
な
ろ
べ
し
。

　
恒
星
、
彗
星
、
星
雲
、
小
遊
星
及
流
星
の
像
に
類
似
す
る
あ
ら
ゆ
う
爲
翼
の

鋏
黙
に
勿
論
直
ち
に
認
識
し
得
べ
し
。
　
樵
る
理
由
の
下
に
彼
等
（
・
き
つ
）
に
屡

々
現
は
る
㌧
も
の
な
れ
こ
も
、
形
態
及
び
組
織
の
特
徴
よ
り
し
て
彼
等
が
傭
の

性
質
の
も
の
な
ろ
寒
為
容
易
に
識
瑚
し
得
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
墳
定
輩
ハ
に
ハ
ア
プ
ア
ド
・
プ
レ
テ
ン
よ
り
）


